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⑺　介護老人保健施設の看護者の就業実態と職務満足に関する調査研究
　　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　保健看護学専攻　修士課程　○丸山　泰子
　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　大学保健看護学科　　山本八千代

⑻　産褥期における乳房トラブル発生要因に関する研究
　　　　　　　　川崎医療福祉大学大学院　保健看護学専攻　修士課程　○岡本智佳子
　　　　　　　　　　　　　　　川崎医療福祉大学　大学保健看護学科　　鈴井江三子

【要　旨】
1 .  研究背景
　本研究は，介護保険施設の一つである介護老人保
健施設（以下，老健施設とする）に就業する看護者
の職務満足に焦点をあてる．老健施設は医療機関か
ら在宅への中間施設として位置づけられ，医療依存
度や介護度の高い高齢者が在宅生活へ移行できるよ
う支援を提供している．
　一般的に，高齢者施設では，管理体制や研修など
の面から看護者の職場環境は充実しているとは言い
難い現状であること指摘されており，看護者の満足
向上を図るには課題が多いことが予測される．一方
老健施設に就業する看護者の実態は明らかにされて
いないが，2007年の調査によると，介護保険施設
の一つである介護老人福祉施設看護者の離職率は
25.3%と示されている．別の調査では病院常勤看護
者の離職率は12.6％とされ，介護老人福祉施設看護
者の離職率は病院と比較すると非常に高い．老健施

【要　旨】
1 .  研究目的
　産褥期における乳腺炎などの乳房トラブルの発生
となる要因を明らかにし，助産師が行う乳房ケアに
関する保健指導の内容について考察する．
2 .  研究方法
１．調査対象施設：	岡山県内の乳房外来を有するT

助産院
２．調査対象者：	乳房トラブルを主訴に来院した産

後6ヵ月以内の褥婦
３．調査方法：	乳房観察記録，助産録およびカルテ

を用いた資料分析
４．調査内容

1)対象者の属性	2)乳房・乳頭の状態	3)授乳方法	
4)乳房管理の方法	5)乳房トラブルの種類等

５．分析
　データは単純集計，度数分布及びｔ検定とカイ
2乗検定を用いて行った．統計的有意水準を0.05と
し，データ解析にはSPSS16.0jを用いた．
3 .  倫理的配慮
　川崎医療福祉大学倫理委員会の承認（169）を得
た．調査対象者へ研究協力依頼書と同意書を得るた
めの返信用葉書を郵送し，同意の得られた者のみ資
料分析の調査対象者とした．

設においても看護者の離職率は高いことが推測され
る．看護者の離職に関する先行研究では，離職防
止・定着には看護者の職務満足感の維持・向上が重
要である事が明らかとされている．老健施設に就業
する看護者のやりがい･満足感の実態，これに繋が
る要因を明確にし，職業継続に向けた看護者支援の
在り方を検討する必要がある．
2 .  研究目的
　看護者のやりがい，職務継続意志の現状を調査
し，個人背景や自己の看護実践力評価の中から関連
要因を明らかにする．これらを参考に看護者への支
援の在り方について検討する．
3 .  研究方法
　老健施設71施設に就業する看護者（准看護師・
看護師）670名を対象とし，自記式質問紙調査を実
施．郵送にて回収を行った．アンケート回収数383
名（回収率57.1％），有効回答数323名（有効回答
率48.2％）であった．

4 .  結果および考察
１．対象者の属性
　母親15 9人のうち，返信のあった人は99人
（62.2％），返信がなかった人は60人（37.7％）
であり，このうち研究協力の同意があったのは92
人（57％）であった．対象者の属性として，平
均年齢31.1±4.6歳であり初産婦，経産婦で有意差
（p<0.05）があった．また，分娩時間も初産婦・経
産婦で有意差（p<0.05）があった．これ以外の，職
業の有無，分娩週数，出生体重，As，出血量に関
しては両者の有意差はなかった．
２．乳房トラブル発生要因について
　褥婦の主訴は，初産婦は乳汁分泌が不安26.8％，
母乳希望12.5％であった．他方，経産婦は母乳希望
29.4％，乳房痛11.8％，分泌不足11.8％であった．次
いで，乳房の状態をみると，初産婦は乳汁のうっ滞
41.1％，基底部の閉鎖25％が主な症状であった．他
方，経産婦は乳汁のうっ滞37.9％，硬結24.1％，基
底部の閉鎖20.77％であった．つまり，母乳外来に
来院する褥婦は，半数以上が母乳育児を希望して来
院している．しかし，初産婦は母乳育児に自信が無
く受診する傾向にあったが，経産婦は乳汁分泌その
ものが不足している，または乳房・乳頭トラブルが
あるために来院する傾向にあることが分かった．


